
まわしてへんしん いろともよう 

呉市立郷原小学校 第１学年 岡嵜 俐空 

《研究作品の概要》 

 

＜特選＞ 



 

《研究作品のポイント》 

 

○ 工夫した点 

 ・こまにつけて回すときは，きれいな色になるように折り紙を貼って作った。 

 ・こまだとすぐに止まってしまうので，こまだけではなく傘や扇風機，モーターを使って実験した。 

 ・モーターを使うと長く回るし，写真を撮った色と見た色が一番似ていたので，モーターを使って実

験した。 

 ・実験の結果を色や形ごとにグループ分けをして，表にまとめた。 

 

○ 分かった点 

 ・こまを回す速さよって，色や模様が違って見える。 

 ・速く回した方が，色が混ざって見えた。混ざった色は，明るい色に近くなる。 

 ・目で見た色と写真に撮った色は違って見えた。速く回した方が，見たときと写真の色が似ていた。 

 ・〇△□や点，線，角がある模様でも，回すと〇に変身したり，色が集まったりした。 

 ・色の量を増やすと，色が濃くなって見えた。 

 ・線を引いて回すと，それが〇の形に変身することが多かった。 

 

○ もっと追究したい点 

 ・もっといろいろな色を混ぜてどんな色になるかやってみたい。 

 ・絵の具で混ぜた色と一緒になるか調べてみたい。 

 ・△や□を回しても〇に変身しなかったので，回して△や□の模様を作ってみたい。 

 

 

《審査評》 

子供会の夏祭りで光るコマを見て，コマの色や模様を変えて回したら，どんな色や模様を作ること

ができるか知りたいと思い研究に取り組んだ。身近な暮らしの中から課題を見付け，予想を基に条件

を変えて実験にあたっている点や，考察している点で極めて優れた作品である。 

 

  



ひまわりの大図かんパート２ ～ぼくのエルドレッドから大せらのようなひまわりへ～ 

呉市立荘山田小学校 第２学年 重田 陽希 

《研究作品の概要》 

 

＜特選＞ 



 

《研究作品のポイント》 

 

○ 工夫した点 

 ・昨年度咲かせたエルドレッドと名付けたひまわりの種を植えて観察したこと。 

 ・エルドレッドの花からとれた種の形や大きさと関連付けながら，育ち方の違いを観察したこと。 

 ・エルドレッドの種だけでなく，市販の種も「形や大きさ」で分類し，実験したこと。 

 

○ 分かった点 

 ・花の外側からとれた大きくてどっしりとした種が一番よく育つ。 

 ・肥料ありや，大きな入れ物がよく育っていることに気付くとともに，小さいが高さのある入れ物で

育てたひまわりが高く育っていることに気付いた。 

 ・太陽の当たり方による育ちの違いも調べ，太陽のよく当たる南側で育てるのがよいことに気付いた。 

 

○ もっと追究したい点 

・ひまわりだけでなく，他の植物も育ててみて，ひまわりと育ち方の違いを比べてみたい。 

 

 

《審査評》 

１年生の時にヒマワリの研究をし，一番大きな花を咲かせたヒマワリの花から大きさや形の違うた

くさんの種がとれた。この種を植えるといろいろなヒマワリが育つのではないかと思い研究に取り組

んだ。昨年度の研究を継続して行い，根気強く観察を続ける中でヒマワリへの愛情を更に深めていっ

たことが感じられる，大変意欲にあふれている，極めて優れた作品である。 

 

 

 



スノークリスタル まわりの空気の様子とそのできかた ―湿度と温度の関係― 

 なぎさ公園小学校 第３学年 柴原 里音 

《研究作品の概要》 

 

＜特選＞ 



 

《研究作品のポイント》 

 

○ 工夫した点 

・雪ができるしくみを理解して，発泡スチロールの箱やドライアイス，ペットボトルを使って観察装

置を作った点。 

・いろいろな結晶を作るために，様々な場所に行って材料を集めた点，温度や湿度の条件を変えた点。 

 

○ 分かった点 

・氷と雪のできるしくみが違うこと。 

・雪の結晶は，温度や湿度の条件で，色々な形ができること。 

・私たちの生活の身近にある材料を使って，様々なきれいな結晶ができること。 

 

○ もっと追究したい点 

・自然の中でできる，様々な雪の結晶を，自分の目で見てみたい。 

・雪の降る日に，温度や湿度を確認して，いろいろな形の雪の結晶を観察したい。 

・もっとたくさんのおどろきの結晶を見付けてみたい。 

 

 

《審査評》 

この作品は，雪の結晶ができる仕組みに疑問をもち，自作の冷却装置を使い，結晶ができる条件に

ついて追及し，まとめたものである。日常生活から生じた疑問について，自作の実験装置で実験を行

い，文献にも当たって調べている，極めて優れた作品である。 

 

 



自分で作る人工クレーター 

尾道市立土堂小学校 第４学年 吉原 大尊 

《研究作品の概要》 

 

＜特選＞ 



 

《研究作品のポイント》 

 

○ 工夫した点 

・材質，大きさ，重さ，表面の違いによる，できたクレーターの様子を調べたり，土の状態，衝突す

る角度等の条件を変えて調べたりして，実際に月にあるクレーターと比較しながら考察をした点。 

 

○ 分かった点 

・ボールの重さが重いほど大きいクレーターができる。衝突ブレーキが強いとクレーターは小さくな

り，逆に弱いとクレーターは大きくなる。ぬれた土ではクレーターは小さくなる。高さが高いとク

レーターが大きくなる。 

 

○ もっと追究したい点 

・さらに大きいボールで実験をして，月の大きさにより近いクレーターを作って実験してみたい。 

 

 

《審査評》 

この作品は，月のクレーターのでき方に興味をもち，落下させるおもりの質量や，おもりを落とす

高さなどを変え，様々な条件でどのような形のクレーターができるかを実験で調べ，結果を比較し，

まとめたものである。自らの疑問について，事前の文献調査から実験計画を立て，適切な検証実験を

行い，結論を導き出しており，科学的探究心が感じられる極めて優れた作品である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



水面を歩くアメンボのひみつ 

熊野町立熊野第一小学校 第５学年 安宗 栞那 

《研究作品の概要》 

 

＜特選＞ 



 

《研究作品のポイントなど》 

 

○ 工夫した点 

・アメンボが水面に立っていられるのは，①身体が軽いこと ②足先が毛におおわれていること ③そ

の足先から油分を出して水をはじいていること 以上，３点の理由によることを確かめるために，

次の３種類のアメンボの模型を作って実験をしたこと。 

①市販されていた針金のうち，最も細くて軽い針金で作ったアメンボ模型（「アメンボ模型１号」）。 

②「アメンボ模型１号」の足先にモールを装着したアメンボ模型（「アメンボ模型２号」）。 

③「アメンボ模型２号」の足先に食用油を付けたアメンボ模型（「油ありアメンボ模型２号」）。 

・アメンボの素早い足の動きをはっきりととらえるために，iPad で録画・再生をしたこと。 

 ・アメンボが中足で水面をける動きが再現できる模型（「アメンボ模型３号」）を作り，その動きが効

率の良い動きであることを確かめたこと。 

 

○ 分かった点 

・アメンボの水面での立ち方・・・①胴体は水面に接していない。②足先で水面をおさえるように接

している。接している部分の水面がへこんでいる。③水中にしずんでいる身体の部分は一切ない。 

・アメンボが水面で立つことができるひみつ・・・①身体が軽いこと ②足先が毛におおわれているこ

と ③その足先から油分を出して水をはじいていること  

・アメンボが進むときの足の動き・・・①中足の足先で水面をすべるように後ろにかいて進む（足先

を水中にしずめて水中をかくようなことはしない）。②水面をけり終えた後，中足を水面すれすれの

空中を通って，元のけり始めの位置に中足をもどす。 

・アメンボの１けりで進む距離は，最大 30cm 程度。アメンボの体長の 15 倍以上。時間にすると，0.7

秒程度。 

・「アメンボ模型３号」での実験結果によると，中足で水中をかく動きより，水面をすべるようにかく

動きの方がよく進む。また，中足を後ろ足の位置にパーツを入れ変えても，ける動作が可能かどう

か確かめたところ，足はしずんでしまい，後ろ足の位置では，水をかくことができないこともはっ

きりした。 

・アメンボの進み方は，ボート競技での効率のよいこぎ方，モーターボートの水面をすべるような様

子等，人間の生活の様々な技術にも応用されていることに気付いた。 

○ もっと追究したい点 

・昆虫が長年かけて身に付けた生き抜くための技と，人間が様々な技術に活かそうとしている昆虫の

身体の動かし方のひみつについて，これからも調べていきたい。 

 

《審査評》 

この作品は，水面を滑るように移動するアメンボに興味をもち，からだの構造，移動方法とその利

点等について，製作した模型を用いた実験や録画による分析等を通して考察を深めてまとめたもので

ある。アメンボのからだや移動方法等の疑問について，予想を立てて根気強く観察や実験を行い，論

理的に考察や推論をしている極めて優れた作品である。 



ダムがこわれたらどうなるのか？ ～災害に備える～ 

呉市立荘山田小学校 第６学年 大林 栞南 

《研究作品の概要》 

 

＜特選＞ 



 

《研究作品のポイント》 

 

○ 工夫した点 

・実験の信頼性を上げるため，ダムや川の模型を 1/1000 の大きさで自作した。 

・ダムの壊れ方は，４パターンを考え実験した。 

・水に入浴剤で色を付け，水の広がり方をわかりやすくした。 

・ダムが壊れた時に，どうすれば安全な対策になるかを考察した。 

 

○ 分かった点 

・本庄ダムが倒れてしまうと，流れ出した水は二河川から溢れてしまい，約１km 先まで浸水してしま

う。 

・水深を半分にすれば，倒れても川から水は溢れないが，池は干からびてしまうので，池の中に仕切

りを作れば，水は溢れないし，池も干からびない。 

 

○ もっと追究したい点 

・実験の精度を上げるため，水が流れる川の形を再現する。 

 ・溢れ出た水が，１km 先に届くのには，どのくらい時間がかかるのか。 

 ・家などの建物が，水の流れをどの程度阻害するのか。 

 

 

《審査評》 

水源地の水を堰き止めているダムが壊れてしまったら大変なことになると予想される。もしもその

ようなことがあった場合，実際にどのようなことが起きるかを，実験で確かめようと思った。水源地・

ダム・河川を一体化したモデルを用いて，ダム崩壊の模擬的な実験を行った。その結果から，下流へ

の影響（被害の大きさ）を予想し，さらに追加実験により安全対策まで言及している。暮らしの中か

ら生まれた研究で，さらに今後の発展も期待できる極めて優れた作品である。 

 



ふしぎなじしゃくの世界 ―Part２― 

広島市立五日市東小学校 第５学年 中村 理紗子 

《研究作品の概要》 

＜科学賞委員会特別賞＞ 



 

《研究作品のポイント》 

 

○ 工夫した点 

・去年より，砂鉄の付き方をもっと正確に観察するために，じしゃくにサランラップをまいて，はり

金に直接砂鉄をふりかけた。 

 ・じしゃくの力を立体的に観察するために，ペットボトルの中にサラダ油，砂鉄を入れ，はり金を固

定して，立体観察装置を作った。 

 ・立体観察装置を作るのに，砂鉄がすぐにしずまないように，サラダ油を使った。 

 ・はり金をＵ字型に曲げたときにできる砂鉄の線を調べるために，はり金を少しずつ曲げながら，砂

鉄の動きの変化を確認した。 

 ・砂鉄の付き方や砂鉄の線を分かりやすくするために，図を使って表した。 

 

○ 分かった点 

・間にはり金１本をはさんだ場合，はり金全体に砂鉄が垂直に立って付くことから，はり金の中の極

はたて方向に並んでいると考えられる。 

・間にはり金が２本の場合，理科の時間で習った通り，はり金のじしゃく側の先がＳ極，反対の先は

同じＮ極の力になっているので，しりぞけ合う。 

・間にはり金が３本の場合，はり金のつなぎ目にたくさん砂鉄が集まり，真ん中のはり金全体に砂鉄

が付いたことから，両はしのはり金は同じ力のじしゃくになり，真ん中のはり金は，はり金１本の

ときと同じ，極が縦方向に並んでいると考えられる。 

・間のはり金をＵ字型に曲げると，曲げたはり金の外側にだけ砂鉄が付き，はり金の内側にＮ極から

はり金の真ん中に向かう線が見えるが，はり金近くで砂鉄が無くなる部分があることが分かった。

これは，砂鉄も小さなじしゃくとなり，はり金内側と砂鉄が同極でしりぞけ合っているから。砂鉄

の動き，付き方から，はり金のまわりがＮ極，中がＳ極になっていると考えられる。 

 

○ もっと追究したい点 

・立体観察装置がにごっていて，角度によって見えなかったので，もっとよく見える装置を作って観

察したい。 

・曲げたはり金について，もっとくわしく調べたい。 

 

 

《審査評》 

  ２つのＮ極間の針金が，どの位置に何極が生じるかという疑問を抱き，針金の本数を変えたり，砂

鉄の分布を立体的に観察できる装置を作って実験を行ったりしながら，考察を深めてまとめた昨年度

からの継続研究である。針金の極の生じ方についての疑問を解決するために，予想をしながら様々な

実験を行い，表現を工夫しながら自分なりの考察をして深く追究している優れた作品である。 

  



ポータブルクーラーで快適に... ～温度変化と調節方法の研究～ 

呉市立広中央中学校 第１学年 合田 恵麻 

《研究作品の概要》 

 

＜特選＞ 



 

《研究作品のポイント》 

 

○ 工夫した点 

・実験装置を 100 円ショップで見付けたプラスチック容器と，ペットショップで見付けたチューブや

コックなど，なるべく身近に手に入るもので作ったこと。 

・コックのハンドルの角度で水の流れる量が変わったので，角度が分かる目盛りも実験装置に取り付

けたこと。 

 

○ 分かった点 

・実験結果から，容器から出ていく熱量と入ってくる熱量は温度差に比例し，容器内の温度変化は容

器に出入りする熱量の大小関係で決まることが分かった。 

 

○ もっと追究したい点 

・試作したポータブルクーラーはあまり性能がよくなかったので，すずしく感じられる温度まで気温

を下げられるように改良していきたい。 

 

 

《審査評》 

夏場に車内が高温になることをきっかけに，自作の熱交換器を用いた実験を通して物体に出入りする

熱量について考察するとともに，ポータブルクーラーを自作して車内の温度を低下させる挑戦をまとめ

た作品である。熱交換器の仕組みや熱の移動について，粘り強く定量的な実験を通して理解を深めると

ともに，製作活動を通して実生活での活用に挑戦している極めて優れた作品である。 

  



カニの海から陸への移行とエラ数の関係 

広島学院中学校 第２学年 石川 直太郎  加納 怜  田上 福人 

《研究作品の概要》 

 

＜特選＞ 



 

《研究作品のポイント》 

 

○ 工夫した点 

・研究材料を集める際，独自の竿を作った。これによって警戒心の強いスナガニ類の採集を効率よく

行うことができた。 

 ・説得力ある写真を撮影するために，接写技法を学び，被写界深度を深くしたりバックの処理など工

夫した。 

 

○ 分かった点 

・過去の文献で調べられていなかった沖縄県産の材料を精査したところ，スナガニ類ではエラの基本

数である８を下回るものたくさん現れた。これは文献で予言されていたとおりであり，それをわれ

われが実証できた。つまり，進化とともに陸上へ進出するにつれてエラ数が減少することがはっき

りした。 

 

○ もっと追究したい点 

・エラの体積または重さと体重の関係の相関を調べ，エラの退化の度合いを数字で定量的に捉えたい。 

 

 

《審査評》 

  学校の先輩と共に昨年までのカニの「吸水毛」について研究を行った。その経験から，今年度は新

たにカニのエラに注目し，カニの進化の過程と陸上への適応にテーマを定めて研究を行うことにした。

手法は極めて単純であるが，こまめに観察をすることで，これまで知られていない学術的にも貴重な

発見をしている。研究初年であるが，継続する意欲も高く，今後の発展も期待できる極めて優れた作

品である。 

  



アメンボの走光性と生態 

ノートルダム清心中学校 第３学年 奥原 真理子  小畑 畿枇 

《研究作品の概要》 

 

＜特選＞ 



 

《研究作品のポイント》 

 

○ 工夫した点 

・アメンボの走光性の実験を行う際に，独自の実験装置を組み立てた。また，明暗条件を設定するた

めに，デジタルタイマーを利用した。 

 

○ 分かった点 

・アメンボの走光性は種類によってまた時期によって異なる。冬眠（夏眠）前には走光性が正から負

へと切り替わることで，水面から地中に移動すると考えられる。片方の眼を覆うと，反対方向に曲

がって進む。これは両方の眼で光を均等に得ようとする反射であり，結果的に光源の方向に移動す

ることができることを裏付けている。 

 

○ もっと追究したい点 

・光の種類による走光性の違い，種による走光性の違いなど。また冬眠中のアメンボをまだ発見して

いないので，冬季に捜索したい。さらに，空中を飛翔中のアメンボを撮影したい。 

 

 

《審査評》 

昨年度から継続して，アメンボの走光性に興味を持ち研究を続けている。自分達なりの仮説を立て

て，長期間の継続的な観察と実験に基づく研究成果をまとめたものである。アメンボの走光性につい

て疑問を解明しようと長期間にわたる観察や実験を行い，さらに新たな疑問を見付け探究を続けてい

る。実験方法を工夫しながら継続的な研究を行い，発展させているという点で極めて優れた作品であ

る。 



水面上で惹きあう２つの油滴 ―近づき合体するのはなぜ？― 

広島大学附属高等学校 第３学年 有井 紀乃  太田 宮加  神田 穂香 

畑中 大翔  三好 楽   村上 綾 

《研究作品の概要》  

＜特選＞ 



 

《研究作品のポイント》 

 

○ 工夫した点 

・表面波及び水面の歪みを可視化するためにモアレ法を用いた。 

 ・モアレ法によって得られた画像を処理する方法を考案した。 

 ・あらゆる仮説を立てひとつずつ丁寧に検証した。 

 ・油に対する愛をもち，油のようにべったりと粘り強く向き合い続けた。 

 

○ 分かった点 

・水面上で惹きあう２つの油滴の運動は，①滴下直後の高速運動，②等速での接近運動，③合体直前

の加速運動，の３段階に分けられ，それぞれ，①表面波説，②マランゴニ説，③水面の歪み説，の 3

段階運動説で説明できることが分かった。 

 

○ もっと追究したい点 

・シャーレ内の温度差が発生した原因 

 ・油滴の迷走や接触するまでの時間のばらつきが起こる原因 

 ・水面上での空気の対流について 

 ・油滴がまさに合体するときの様子について 

・境界条件の影響について 

 

 

《審査評》 

ラーメンのスープに浮いた複数の油滴が集まる様子に疑問をもち，シャーレ内の水面上の２つの油

滴の合体実験を通して，油滴に３段階の運動があることや複数の仮説を設定して粘り強く検証した作

品である。文献調査から追究課題を設定し，自作の実験装置で精密な実験を行い，仮説を設定しなが

ら論理的に考察している極めて優れた作品である。 

 

 



穴付き端による音の反射遅延 

広島県立府中高等学校 第２学年 豊田 一萌 

《研究作品の概要》 

 

＜特選＞ 



 

《研究作品のポイント》 

 

○ 工夫した点 

・多くの穴付き端を自作して測定を繰り返した。 

・単反射法，反復反射法という２つの測定方法を使い分けて，端の種類による反射波の特徴や音の往

復時間を明らかにした。 

 

○ 分かった点 

・穴付き端では音は自由端反射と固定端反射の両方をするが，反射を繰り返しながら管内を音が行き

来すると，穴付き端は自由端として収束する。 

・穴付き端における反射遅延距離と穴径，管の内径の関係を導いた。 

・反射遅延距離と開口端補正は類似しているが同一ではない。 

・開口端補正の原因は反射における時間遅延である。 

 

○ もっと追究したい点 

・開口端では音が反射する際に，どうして時間が遅延するのかを明らかにする。 

 

 

《審査評》 

音の反射位置が開口端の外側になることに関する昨年度の所属校理研部の研究を基に，閉口端に穴

が開いた「穴付き端」での音の反射位置がどうなるかについて，研究を進めた作品である。先行研究

から追究課題を設定し，緻密で理論的な基盤の上に自作の実験装置で精密な実験を行い，論理的に考

察している極めて優れた作品である。 

 

 



柑橘類摂取時の発汗に関する研究 

広島女学院高等学校 第２学年 内田 明寿美 

《研究作品の概要》 

 

＜特選＞ 



 

《研究作品のポイント》 

 

○ 工夫した点 

・発汗を定性的ではなく定量的に測定することができる肌水分計を用いることで，単一物質に対する

発汗量を比較した点。 

・既に成分が明確となっているレモン精油を実験に用いた点。 

・人体実験であること，また，再現性を高めるため，複数回のデータを取り，分析をかけた点。 

 

○ 分かった点 

・柑橘類による特異的な発汗の原因物質は人によって異なるが，主に挙げられるのはリモネンである

こと。 

・柑橘類に対する感受性は人によって異なること。 

 

○ もっと追究したい点 

・今回の実験は，単一成分ごとの分析であったので，これらを混合したときに発汗量が変化するかを

検証したい。 

・嗅上皮で，柑橘成分が受容されてから発汗が起こるまでのメカニズムを明らかにしたい。 

 

 

《審査評》 

柑橘類を食べると鼻から汗を分泌するという学校の先生の話に興味をもったことから，柑橘類摂取

時の発汗の原因物質について調べてまとめたものである。日常生活に存在する課題の解決に貢献する

ことを目指し，仮説を立て，適切な検証実験を行い，論理的に考察している，極めて優れた作品であ

る。 

 

 



イシマキガイの不思議な生態 

ノートルダム清心高等学校 第１学年 佐藤 希音  清水 まこ 

《研究作品の概要》

 

＜科学賞委員会特別賞＞ 



 

《研究作品のポイント》 

 

○ 工夫した点 

・コドラート調査で用いる方形枠を，塩ビパイプと買い物袋を用いて自作した。卵のうの解剖の際に，

柄付き針を用いて石から剥がす方法を工夫し，習熟した。 

 

○ 分かった点 

・イシマキガイの卵は，卵のうの中で孵化を終えていた。幼生が卵のうの中で発生をはじめ，卵のう

ごと海に流され，海域で卵のうの裏側の膜が破れて幼生が放出されると予想した。幼生は淡水では

生育できないので，稚貝になってはじめて親の生息域にもどると考えられるが，おそらく，水面の

裏側に懸垂して満潮時に遡上すると考えられる。 

 

○ もっと追究したい点 

・幼生が海域で稚貝になり，それが親の生息域にいかにしてもどるのかを現地調査で明らかにしたい。 

 

 

《審査評》 

干潟観察会でイシマキガイのユニークな生態に関する話を聞いたことから興味をもった。文献で調

べるうちに，イシマキガイの寿命や分布についての記述が研究者によってまちまちであることや，発

生についての文献がほとんどないことに気づき研究対象に決めた。感潮河川に生息するイシマキガイ

は，分布や発生条件などが淡水域や海水域の貝類と比べて特殊である。その特殊な生態の一端を多角

的・多面的に探究した点において優れた作品である。 


